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●平成２８年 夕張市成人祭……………………………………２
●地理的表示（ＧＩ）の保護制度 夕張メロン第１弾で登録……３
●第２回 夕張市地方人口ビジョン
　　及び地方版総合戦略策定委員会の実施結果……………４
●キラリ！～魅力ある高校づくりへの取り組み～………………５

子どもたちの笑顔のために
沼ノ沢のあ・りーさだの杜（旧緑陽中学校校庭）に、手作りのスケートリンクが開設されています。
２０１１年を最後に途絶えていた校庭でのリンク作り。子どもたちが市内で気軽にスケートを楽し

めるようにと、市民有志により昨年暮れから開設のための作業が進められてきました。
「子どもたちの笑顔のために」という市民の思いが形となり、今冬の楽しみが増えました。
午前９時から午後４時３０分まで自由に楽しめます。スケート靴やイスを改造した補助器具など

も用意されています。
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私
は
高
校
卒
業
ま
で
夕
張
で
18
年

間
暮
ら
し
、
現
在
は
縁
も
あ
り
社
会

人
と
し
て
夕
張
市
役
所
の
市
民
課
で

働
い
て
い
ま
す
。

社
会
人
と
な
っ
て
１
年
目
、
仕
事

や
社
会
の
ル
ー
ル
を
少
し
ず
つ
覚
え

な
が
ら
日
々
過
ご
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
密
接
に
関
わ
っ

て
い
く
仕
事
で
、
電
話
や
窓
口
で
の

対
応
な
ど
当
然
分
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
達
成
感
が
あ

り
、
仕
事
を
通
じ
て
親
し
く
な
っ
た

方
と
交
流
す
る
機
会
が
あ
っ
た
り
と

辛
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
に

気
が
つ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
市

民
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
未
熟
な
が
ら
も
全
力
で
仕
事
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
社

会
人
と
し
て
働
い
て
い
る
方
、
学
生

で
勉
強
し
て
い
る
方
と
様
々
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
の
目
指
し
て
い
る

道
に
迷
い
や
不
安
を
感
じ
て
い
て
も

恐
れ
る
こ
と
な
く
突
き
進
ん
で
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
す
で
に
職
業
に
従
事

し
て
い
る
人
や
、
学
業
に
励
ん
で
い

る
人
な
ど
立
場
は
様
々
で
す
が
、
一

人
一
人
が
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持

ち
社
会
人
の
一
員
と
し
て
常
に
、
向

上
心
を
持
っ
て
前
進
す
る
覚
悟
で
お

り
ま
す
。

こ
の
自
然
豊
か
な
夕
張
に
生
ま
れ
、

小
・
中
・
高
と
と
も
に
過
ご
し
て
き
た

仲
間
と
、
夕
張
の
新
成
人
と
し
て
誓
い

を
と
も
に
し
、
こ
の
ふ
る
さ
と
を
自
分

た
ち
の
誇
り
と
し
て
心
に
刻
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
高
校
を
卒
業
後
、
専
門
学
校

に
進
学
し
、
２
年
間
の
学
業
に
励
み
、

今
年
か
ら
は
学
生
で
は
な
く
社
会
人

と
し
て
社
会
に
で
ま
す
。
社
会
で
の

厳
し
さ
、
責
任
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
な

ど
た
く
さ
ん
の
壁
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
様
々
な
こ

と
に
興
味
、
関
心
を
持
ち
自
分
の
目

標
を
見
失
わ
ず
に
向
上
心
を
持
っ
て

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
ま
だ
未
熟
で
失
敗
や
悩

む
こ
と
も
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

ど
う
か
温
か
く
見
守
っ
て
い
て
く
だ

さ
い
。
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20
年
間
の

　
　

お
も
な
で
き
ご
と

平
成
７
年  

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
「
ひ

ま
わ
り
」
オ
ー
プ
ン
（
４
月
） 

平
成
８

年  

夕
張
岳
の
高
山
植
物
群
落
及
び
蛇

紋
岩
メ
ラ
ン
ジ
ュ
帯
が
国
の
天
然
記
念

物
に
指
定
（
６
月
）  

平
成
10
年 

パ
リ
で

開
催
の
国
際
都
市
活
性
化
技
術
会
議
で

夕
張
市
が
「
特
別
栄
誉
賞
を
受
賞
」（
４

月
）  

平
成
11
年  

道
東
自
動
車
道
千
歳

恵
庭
Ｊ
Ｃ
〜
夕
張
間
開
通
（
10
月
）  

平

成
13
年  

夕
張
高
等
養
護
学
校
開
校
（
４

月
）  

平
成
15
年  

追
想
１
１
５
年
・
市

制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
（
11
月
）  

平

成
19
年  

財
政
再
建
団
体
と
な
る
（
４

月
）
平
成
20
年  

道
道
札
幌
夕
張
線
新

ル
ー
ト
開
通
（
12
月
）  

平
成
22
年  

夕

張
中
学
校
開
校
（
４
月
）  

平
成
23
年  

ゆ
う
ば
り
小
学
校
開
校
（
４
月
）  

平
成

24
年  

夕
張
シ
ュ
ー
パ
ロ
ダ
ム
湖
周
辺

の
橋
梁
群
と
そ
の
景
観
が
市
文
化
財
に

指
定
（
９
月
）  

平
成
26
年  

夕
張
シ
ュ
ー

パ
ロ
ダ
ム
試
験
湛
水
に
よ
り
三
弦
橋
が

湖
中
の
文
化
財
に
（
４
月
）  

平
成
27
年  

高
松
ズ
リ
山
水
洗
炭
事
業
開
始
（
８
月
）

夕
張
メ
ロ
ン
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
保

護
制
度
に
登
録
（
12
月
）

１月１０日、清水沢地区公民館で夕張市成人祭実行委員会主催の「平成２８年夕張市成人祭」が行われ、
市内外から５５人が出席しました。新成人を代表して、豊巻雄平さんと影山佑智佳さんが、これまで支
えてくれた方々への感謝の気持ちと、これからに向けた決意など、新成人の抱負を述べました。

平
成
28
年　

夕
張
市
成
人
祭

ふ
る
さ
と
夕
張
に
集
っ
た
新
成
人

生まれた頃の人口

人口　17,895 人
　男 　8,564 人
　女 　9,331 人
世帯   8,135 世帯
(平成7年9月末)

豊巻　雄平さん

影山  佑智佳さん



地
域
の
農
産
品
の
品
質
を
国
が
保
証
す
る

「
地
理
的
表
示
の
保
護
制
度
」
に
、
夕
張
市
農

業
協
同
組
合
が
申
請
し
て
い
た
夕
張
メ
ロ
ン

が
、
第
１
弾
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

夕
張
メ
ロ
ン
組
合
が
設
立
さ
れ
て
55
年
。

長
年
の
努
力
が
認
め
ら
れ
、
登
録
に
よ
り
更

に
ブ
ラ
ン
ド
価
値
が
高
ま
り
、
生
産
者
の
励

み
と
な
り
ま
す
。

登
録
品
に
は
シ
ー
ル
や
印
刷
で
「
Ｇ
Ｉ
マ
ー

ク
」
が
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
国
が
名
称
の

不
正
使
用
を
取
り
締
ま
り
、
違
反
が
あ
れ
ば

罰
則
規
定
が
あ
り
ま
す
。

夕
張
メ
ロ
ン
の
歴
史

夕
張
メ
ロ
ン
栽
培
の
起
源
は
、
大
正
12
年
か

ら
13
年
頃
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
昭
和
５
年
頃

に
は
、
数
種
の
栽
培
も
試
み
ま
し
た
が
、
十

分
な
糖
度
が
得
ら
れ
ず
に
立
ち
消
え
と
な
り
、

当
時
の
食
糧
事
情
か
ら
、
次
第
に
減
少
し
戦
争

の
激
化
と
と
も
に
消
え
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

当
時
の
夕
張
農
業
は
、
雑
穀･

豆
類･

一

般
野
菜
中
心
の
戦
前
同
様
の
経
営
で
農
業
所

得
も
低
く
、
農
外
収
入
に
よ
っ
て
生
計
を
立

て
て
い
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
時
代
背
景
の
も
と
自
立
安
定

を
図
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
夕
張
市

の
狭
い
地
形
で
は
収
益
性
の
高
い
農
作
物
を

生
産
す
る
し
か
な
く
、
当
然
メ
ロ
ン
の
栽
培

が
真
剣
に
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
新
し

い
品
種
の
研
究
、
育
成
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
35
年
４
月
、
17
人
の
有
志
に
よ
り
夕

張
メ
ロ
ン
組
合
が
設
立
さ
れ
、
数
々
の
試
験

栽
培
を
繰
り
返
し
、
同
年
現
在
の
Ｆ
１
（
一

代
雑
種
）
夕
張
キ
ン
グ
が
作
出
さ
れ
ま
し
た
。

多
年
の
願
望
で
あ
る
新
品
種
が
作
出
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
夕
張
市
の
メ
ロ
ン
栽
培
の

方
向
付
け
が
な
さ
れ
、
作
付
、
栽
培
、
撰
果
、

出
荷
と
一
元
的
に
生
産
組
合
を
中
心
に
農
協

と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
昭
和

40
年
か
ら
50
年
ご
ろ
に
は
北
海
道
を
代
表
す

る
産
地
と
な
り
ま
し
た
。

夕
張
メ
ロ
ン
は
昭
和
35
年
ス
タ
ー
ト
当
初

か
ら
、
一
元
出
荷
全
量
体
制
を
確
立
し
、
品

質
の
統
一
、
安
定
化
は
他
に
類
を
見
な
い
産

地
作
り
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
名
称
も
商

標
登
録
を
受
け
て
い
ま
す
。

一
村
一
品
運
動
の
先
駆
者
と
し
て
、
５
月

の
メ
ロ
ン
初
出
荷
に
は
全
国
ニ
ュ
ー
ス
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
、
今
や
全
国
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
ま
す
。
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地理的表示の保護制度（ＧＩ）

地域に長年培われた特別の生
産方法や気候・風土・土壌など
の生産地の特性により、高い品
質と評価を獲得した産品を、国
が知的財産として保護する制度。
国は、生産業者の利益の保護

を図り、農林水産業や関連産業
の発展、需要者の利益を図る取
り組みを進めていきます。

地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
の
保
護
制
度

　

夕
張
メ
ロ
ン　

第
１
弾
と
し
て
登
録

成人祭スナップ
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※ 委員会当日に配布した、より詳細な資料は、一部を除き夕張市ホームページにて公開しています。
　（http://www.city.yubari.lg.jp/contents/municipal/kyogikai/senryaku/index.html）
※ 第３回策定委員会（2～ 3月に実施予定）では、今回委員の皆さんからいただいた意見をもとに骨子案を肉付け
し、地方人口ビジョン及び地方版総合戦略の素案を提示する予定です（日程は決定次第、市ホームページにて公
表します）。委員会は市民の方であれば、どなたでも傍聴できます。ぜひお越しください。

第２回 夕張市地方人口ビジョン及び地方版総合戦略策定委員会の実施結果

平成 27年 12 月 8日に実施した、第２回夕張市地方人口ビジョン及び地方版総合戦略策定委員会の結果につい
て報告します。

◆市外からの通勤者のうち、若い世代ほど「条件が

合えば住んでも良い」比率が高い。

◆子どもが欲しいという希望が高い一方、子育て環

境への不満などから実際の子ども数が少ない

　　　社会減・自然減の両方を抑制する施策の実施
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2060 年までの人口推計（下）と人口ビジョン（上）

人口ビジョン
実現のために

重点戦略

【戦略１】若者の定住

と子育て支援

【戦略２】新たな人の

流れ・交流人口の創出

【戦略３】地域資源を

活用した働く場づくり

【戦略４】夕張の未来

を語れる人材の育成

【戦略５】持続可能な

まちづくり（コンパクト

化・拠点形成）

効果対象

定住促進

出生率向上

交流人口増加

定住促進

定住促進

二地域居住

雇用拡大

社会減抑制

社会減抑制

定住促進

出生率向上

アクションプラン

若年層・女性向け低家賃住宅の整備、認定こども園の整備

子育て支援センターの整備による子育て支援体制の強化など

若い力でつくる「石炭博物館再生プロジェクト」、総合スポーツクラブ設

置によるスポーツ交流ビジネス創出など

高齢者 × 子育てパパ・ママが活躍する仕事づくり、農業次世代リーダー

育成事業、CBM 開発支援や CBM を利用した地場農作物の生産効率化

研究など

小中高連携による郷土愛教育の推進、課題から希望を創る高校魅力化プ

ロジェクト、石炭産業の歴史と文化映像化・語りべ育成事業など

都市拠点の整備によるコンパクトシティの推進、安心の地域医療体制の構

築、補てん型から利用型の公共交通体系の構築（交通結節点整備・デマ

ンド交通）など

●人口ビジョン

●総合戦略

平成 52 年（2040 年）… 合計特殊出生率 1.93
 総人口 4,500 人
平成 72 年（2060 年）… 総人口 2,600 人
※平成 52 ～ 72 年の合計特殊出生率は 1.93 で
　推移するものとして想定。

人口ビジョン目標値
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〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

キ
ラ
リ
！

合
格
体
験
報
告
会　

12
月
７
日

進
路
実
現
を
果
た
し
た
３
年
生
か
ら
目
標

実
現
の
た
め
の
具
体
的
な
取
組
内
容
や
心
構

え
を
１
・
２
年
生
に
直
接
伝
え
る
座
談
会
形
式

の
合
格
体
験
報
告
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

３
年
生
は
進
路
先
別
に
進
学
で
は
経
済
系

や
看
護
系
、
就
職
で
は
公
務
員
や
介
護
な
ど

の
11
種
類
に
分
か
れ
、
１
・
２
年
生
は
、
前
半

と
後
半
で
自
分
の
進
路
目
標
か
ら
２
種
類
を

選
び
参
加
し
ま
し
た
。

２
〜
４
人
の
３
年
生
を
１
・
２
年
生
７
人
程

度
が
囲
み
、
１
ク
ー
ル
20
分
間
の
気
軽
な
雰

囲
気
の
中
で
、
先
輩
か
ら
貴
重
な
体
験
談
を

聞
き
ま
し
た
。

３
年
生
は
、「
進
路
の
し
お
り
」
や
「
面
接

ノ
ー
ト
」、
練
習
し
た
小
論
文
を
持
参
し
な
が

ら
、
な
ぜ
自
分
が
こ
の
企
業
や
大
学
を
選
ん

だ
の
か
、
面
接
練
習
の
辛
さ
と
重
要
性
、
進

学
講
習
の
受
け
方
な
ど
を
熱
心
に
後
輩
に
伝

え
て
い
ま
し
た
。

夕
張
市
内
の
企
業
に
就
職
が
内
定
し
て
い

る
保
坂
真
於
君
は
、「
自
分
が
何
を
し
た
い
の

か
、
自
分
に
は
ど
ん
な
長
所
が
あ
る
の
か
を
、

面
接
の
練
習
で
先
生
に
深
く
聞
か
れ
、
は
じ

め
は
何
も
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

練
習
を
繰
り
返
し
て
行
く
と
、
自
分
で
自
分

を
見
つ
め
る
こ
と
が
出
来
、
そ
れ
が
就
職
試

験
で
最
も
大
切
な
こ
と
だ
。
で
す
か
ら
、
ど

ん
ど
ん
自
分
か
ら
多
く
の
先
生
に
面
接
練
習

を
お
願
い
し
、
自
分
を
磨
く
こ
と
が
必
要
だ
。」

と
熱
心
に
後
輩
に
語
り
か
け
て
い
た
。

進
学
研
究

１
年
生
39
人
は
、
上
級
学
校
の
理
解
や
進

学
す
る
意
義
に
つ
い
て
考
え
、
進
路
意
識
の

向
上
を
図
る
た
め
、
専
門
学
校
２
校
、
大
学

３
校
を
実
際
に
訪
問
し
、
高
校
卒
業
後
の
進

学
先
に
つ
い
て
の
研
究
を
「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
で
行
い
ま
し
た
。

12
月
10
日
に
は
、
８
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
学
校
・
大
学
を

１
校
訪
問
し
ま
し
た
。
生
徒
は
模
擬
講
義
を

受
け
た
後
、
大
学
な
ど
の
職
員
か
ら
各
校
の

特
色
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
り
、
事
前
学

習
で
の
疑
問
点
を
質
問
し
た
り
し
ま
し
た
。

学
食
で
ラ
ン
チ
を
食
べ
る
な
ど
大
学
生
活
も

体
験
し
ま
し
た
。

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
１
１
０

そ
の
後
、
各
専
門
学
校
・
大
学
毎
に
学
部
・

学
科
の
学
習
内
容
、
授
業
料
や
奨
学
金
の
有

無
、
卒
業
後
の
進
路
先
な
ど
に
つ
い
て
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
活
用
し
、
協
働

で
報
告
内
容
を
ま
と
め
ま
し
た
。

12
月
18
日
に
は
、「
進
学
研
究
報
告
会
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
は
、
発
表
内

容
を
分
担
し
、
全
員
で
報
告
を
行
う
よ
う
工

夫
し
、
39
人
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
見
や
す
い
よ
う
、
ひ
と
り
に
１
台
モ
ニ
タ
ー

を
使
用
し
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
は
、
学
部
・
学
科
の
違
い
、
取
得
資

格
の
内
容
、
各
大
学
独
自
の
奨
学
金
シ
ス
テ

ム
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
・
大
学
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
・

一
般
な
ど
の
入
試
制
度
な
ど
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
は
、
実
際
に
訪
問
し
た
大

学
で
上
級
学
校
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

他
の
グ
ル
ー
プ
の
報
告
か
ら
別
の
大
学
な
ど

の
内
容
も
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
研
究
で
、
進
学
の
意
義
を
考
え
る
と
同

時
に
、
新
た
な
発
見
や
上
級
学
校
を
選
ぶ
際
の

比
較
の
方
法
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

創
立
80
周
年
記
念　

新
制
服
誕
生

本
校
は
、
平
成
28
年
で
創
立
80
周
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
新
た
な
夕
張
高
校

の
歴
史
を
築
く
た
め
に
、
新
制
服
を
平
成
28

年
度
入
学
生
よ
り
採
用
し
ま
す
。

新
制
服
は
、
す
っ
き
り
と
し
た
清
楚
な
ス
ー

ツ
ス
タ
イ
ル
で
、
夕
張
高
校
で
学
ぶ
生
徒
の

凜
と
し
た
姿
を
輝
か
せ
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
り

ま
し
た
。
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
、
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に

ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
え
ん
じ
色
で
学
校
名
が

刺
繍
さ
れ
、
衿
や
前
端
に
も
え
ん
じ
色
の
ス
ッ

テ
ッ
チ
が
入
っ
て
い
ま
す
。
男
子
は
ス
ラ
ッ

ク
ス
、
女
子
は
同
色
の
ス
カ
ー
ト
を
基
本
と

し
、
女
子
用
の
パ
ン
ツ
も
あ
り
ま
す
。

特
徴
と
し
て
は
、
家
庭
で
洗
濯
が
で
き
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
不
要
な
た
め
、
と
て
も
経
済

的
で
衛
生
的
で
す
。
汚
れ
や
匂
い
、
し
わ
、

よ
れ
も
き
れ
い
に
シ
ャ
ワ
ー
で
洗
い
流
せ
ま

す
。
夜
洗
っ
て
、
そ
の
ま
ま
つ
る
し
て
干
す

だ
け
で
、
翌
日
に
は
着
用
可
能
で
す
。
抗
菌
・

全
身
消
臭
・
防
汚
加
工
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
制
服
で
新
た
な
夕
張
高
校
の
歴
史
を
刻

み
ま
す
。
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◆
が
ん
の
現
状

●
男
性
の
が
ん
死
亡
率
が
高
い

高
齢
化
の
影
響

を
除
い
た
夕
張
市
の

75
歳
未
満
年
齢
調

整
が
ん
死
亡
率
は
表

①
の
と
お
り
で
、
特

に
男
性
の
死
亡
率
が

全
国
・
北
海
道
に
比

べ
て
高
い
状
態
で
し

た
。

●
部
位
別
で
は
肺

が
ん
が
多
い

過
去
10
年
間
を

み
る
と
、
が
ん
死
亡

６
５
５
人
の
う
ち
肺

が
ん
が
最
も
多
く
、
次
い
で
胃
が
ん
、
大
腸
が

ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
グ
ラ
フ
②
）
い
ず
れ
も

が
ん
検
診
で
早
期
発
見
が
可
能
で
す
。

食
道
が
ん
死
亡
は
男
性
で
全
国
に
比
べ
て
有
意

に
高
く
、
喫
煙
・
飲
酒
が
発
症
リ
ス
ク
と
し
て
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
が
ん
発
症
に
は
生
活
習
慣

も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

●
が
ん
検
診
受
診
率
は
目
標
未
達
成

が
ん
検
診
受
診
率
と
死
亡
率
減
少
効
果
は
関

連
性
が
あ
り
、
が
ん
の
重
症
化
予
防
は
、
が
ん

検
診
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
の
が
ん
対
策

推
進
基
本
計
画
で
示
さ
れ
た
69
歳
を
上
限
と
す

る
受
診
率
で
は
、胃
・
肺
・
大
腸
が
ん
は
当
面
40
％
、

乳
・
子
宮
が
ん
に
つ
い
て
は
50
％
が
目
標
値
と
さ

れ
て
お
り
、
夕
張
市
の
受
診
率
は
目
標
値
に
達

し
て
い
ま
せ
ん
。
（
グ
ラ
フ
③
）

●
大
腸
・
胃
が
ん
精
密
検
査
受
診
率
が
目
標

未
達
成

が
ん
検
診
で
、
精
密
検
査
が
必
要
と
な
っ
た
人

の
精
密
検
査
受
診
率
は
90
％
以
上
が
目
標
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
市
で
は
平
成
24
年
度
で
大
腸
が

ん
75
％
と
胃
が
ん
84
・
５
％
と
な
っ
て
お
り
、
達

成
し
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
で
市
の
が
ん
検
診
か
ら

毎
年
２
〜
４
人
の
方
に
が
ん
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。

◆
主
な
対
策

①
ウ
イ
ル
ス
感
染
・
生
活
習
慣
改
善
に
よ
る
が
ん

健
康
ゆ
う
ば
り
21
「
が
ん
予
防
」に
つ
い
て
②

前
回
の
続
き

発
症
予
防
施
策

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
・
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
―
１

（
妊
娠
期
）
検
査
の
実
施

②
が
ん
検
診
に
よ
る
が
ん
の
重
症

化
予
防
施
策

胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
（
対
象

30
歳
以
上
）
乳
が
ん
（
30
歳
以
上
）・
子
宮
が
ん

（
20
歳
以
上
）
検
診
を
市
内
各
地
域
、
医
療
機

関
で
実
施

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
が
ん
予
防
の
た
め
に
積

極
的
に
市
の
が
ん
検
診
を
利
用
し
て
頂
く
と
と
も

に
、
要
精
密
検
査
の
際
に
は
必
ず
医
療
機
関
を

受
診
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
健
師　

永
澤　

綾
子

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
は
も
う
受
診
し
ま
し
た
か
？

◆
特
定
健
康
診
査

料　

金　

無
料

対
象
者　

40
歳
以
上
の
夕
張
市
国
民
健

康
保
険
加
入
者
（
対
象
者
に
は
受
診
券

を
送
付
し
て
い
ま
す
）

検
査
内
容　

身
体
計
測
、
血
液
測
定
、

医
師
診
察
、
尿
検
査
（
糖
、
蛋
白
）、
血

液
検
査
（
10
項
目
）

受
診
に
必
要
な
も
の　

被
保
険
者
証
、
受

診
券
（
※
紛
失
な
ど
で
手
元
に
な
い
場

合
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。）

◆
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

料　

金　

３
０
０
円

対
象
者　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者検
査
内
容　

身
体
計
測
、
血
液
測
定
、

医
師
診
察
、
尿
検
査
（
糖
、
蛋
白
）、
血

液
検
査
（
７
項
目
）

受
診
に
必
要
な
も
の　

被
保
険
者
証

●
共
通
事
項

健
診
期
限　

平
成
28
年
３
月
31
日

そ
の
他　

追
加
検
査
（
心
電
図
、
眼
底
、

貧
血
）
に
つ
い
て
は
別
途
料
金
が
か
か

り
ま
す
。
医
師
の
判
断
に
よ
る
も
の
は

無
料
。

実
施
医
療
機
関
（
要
事
前
予
約
）　

夕
張
市
立
診
療
所 

☎
52
―
４
３
３
９

問
合
せ
先　市健

康
保
険
係 

☎
52
―
３
１
０
５

胃が
ん
肺が
ん

乳が
ん

大腸
がん

子宮
がん
食道
がん
肝臓
がん
胆嚢
がん
膵臓
がん

目標値

目標値
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所
得
税
（
確
定
申
告
）
と
市
・

道
民
税
の
申
告
相
談
の
お
知

ら
せ

当
日
持
参
す
る
も
の

◆
平
成
27
年
中
の
収
入
の
内
容
が

確
認
で
き
る
も
の

①
給
与
、
年
金
の
源
泉
徴
収
票
（
コ

ピ
ー
は
使
用
不
可
。）

②
そ
の
他
収
入
、
経
費
を
証
明
す

る
も
の

◆
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
は
使
用
不

可
。）

◆
各
種
控
除
に
必
要
な
支
払
い
証

明
書
な
ど
（
平
成
27
年
中
に
支
払
っ

た
も
の
。
コ
ピ
ー
は
使
用
不
可
。）

①
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
・
健

康
保
険
な
ど
）

※
市
の
健
康
保
険
（
国
民
健
康
保

険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
介

護
保
険
）
で
口
座
振
替
の
方
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

②
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
な

ど
の
控
除
証
明
書

③
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

医
療
費
の
領
収
書
な
ど

○
支
払
額
の
合
計
が
10
万
円
（
所

得
が
２
０
０
万
円
未
満
の
方
は
所

得
の
５
％
）
を
超
え
る
額
が
控
除

対
象
。

○
医
療
費
は
同
じ
医
療
機
関
ご
と

に
領
収
書
を
束
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
に

合
計
額
を
記
入
。

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防

接
種
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
健
康

診
断
は
医
療
費
控
除
の
対
象
外
。

○
通
院
の
交
通
費
は
、
日
付
・
乗

降
場
所
・
料
金
の
一
覧
表
を
作
成
。

（
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
な
ど
の
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
た
場
合
の
み
該
当
）

○
申
告
を
迅
速
に
行
う
た
め
、
領

収
書
は
事
前
に
整
理
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

④
寄
付
金
の
控
除
証
明
書
ま
た
は

領
収
書

⑤
障
害
者
手
帳
ま
た
は
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
（
該
当
す
る
方
）

◆
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
な
ど
口

座
番
号
の
わ
か
る
も
の
（
還
付
に

な
る
方
の
み
）

市
・
道
民
税
の
申
告

確
定
申
告
が
不
要
で
も
、
国
民

健
康
保
険
料
や
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
軽

減
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

課
税
・
所
得
証
明
書
が
必
要
な

方
も
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
所
得
な
ど
の
申
告
相
談

事
業
（
営
業
）
所
得
、
不
動
産
所

得
、
譲
渡
所
得
な
ど
の
申
告
は
、
岩

見
沢
税
務
署
で
の
申
告
と
な
り
ま

す
が
、
地
区
に
関
係
な
く
申
告
相
談

日
程
に
★
印
の
つ
い
て
い
る
日
の

会
場
で
も
受
け
付
け
で
き
ま
す
。

夜
間
の
受
け
付
け

３
月
３
日
（
市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
）、

３
月
８
日
（
市
役
所
本
庁
舎
）
は
、

午
後
７
時
ま
で
受
け
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
必
要
な
も
の
が
無
い
と
、
相
談

を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

問
合
せ
先　

　

市
賦
課
係　

  

☎
52
―
３
１
２
０

　

岩
見
沢
税
務
署

☎
０
１
２
６
―
22
―
０
８
１
０

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

★営業所得、不動産所得、譲渡所得なども受け付けができる日
※例年、週の前半は会場が込み合う傾向がありますので、長時間お待ちいただく場合があります。

所得税（確定申告）と市・道民税の申告相談日程

２月１５日（月）
１６日（火）
１７日（水）
１８日（木）
１９日（金）
２２日（月）
２３日（火）
２４日（水）
２５日（木）
２６日（金）
２９日（月）

３月　１日（火）
２日（水）
３日（木）
４日（金）
　７日（月）
  ８日（火）
  9 日（水）
１０日（木）
１１日（金）
１４日（月）

★
★
★

★
★
★

★
★
★

★
★
★

１７：００

１６：００

１９：００
１６：００
１７：００
１９：００

１７：００

市役所本庁舎

市民研修　　
　　センター
（南支所２階）

市役所本庁舎

９：００

１０：００

９：００

会　場月　　日 地　　　区開始時間 終了時間

住初・社光・本町・旭町・昭和・
末広・鹿の谷・富野・常盤・
日吉・平和・若菜・千代田

清水沢１～３丁目・清栄町・
清湖町・宮前町・南清水沢１
～４丁目・清陵町・南部・真
谷地・沼ノ沢・楓・紅葉山・
登川・滝ノ上

市内全域

市内全域
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学
童
ク
ラ
ブ
の
児
童
を
募
集

平
成
28
年
度
の
学
童
ク
ラ
ブ
の

児
童
を
募
集
し
ま
す
。

開
設
場
所　

な
か
よ
し
学
童
ク
ラ

ブ
（
ゆ
う
ば
り
小
学
校
内
☎
59
―

３
１
８
０
）、
す
く
す
く
学
童
ク

ラ
ブ
（
老
人
福
祉
会
館
内
☎
56
―

５
３
１
５
）

定　

員　

各
学
童
ク
ラ
ブ
と
も
25
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
低
学
年

を
優
先
し
、
定
員
を
超
え
た
学
年

の
中
で
は
生
活
保
護
世
帯
、
ひ
と

り
親
世
帯
を
優
先
し
て
か
ら
抽
選

を
行
い
ま
す
。

対
象
児
童　

市
内
の
小
学
生
（
１
年

生
〜
６
年
生
）
で
、
次
に
該
当
す

る
児
童

◆
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童

◆
保
護
者
が
共
働
き
の
児
童

◆
保
護
者
が
長
期
病
気
の
児
童

保
育
開
始
日　

４
月
１
日

開
設
日
・
時
間　

【
平
日
】 

午
後
１
時
〜
午
後
６
時

【
土
曜
日
、
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休

暇
、
学
校
休
業
日
】 
午
前
８
時
〜
午

後
６
時

※
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
（
12

月
31
日
〜
１
月
５
日
）
は
休
み

保
育
料

※
就
労
形
態
な
ど
に
よ
り
特
別
な
事

情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
で
、

週
の
利
用
が
２
回
を
超
え
な
い
場
合

は
、
日
額
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
利

用
希
望
の
方
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

２
月
８
日

申
請
書
設
置
場
所
・
申
込
み
先　

市

教
育
課
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
係
、

各
学
童
ク
ラ
ブ
、
南
支
所

問
合
せ
先　

　

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
係 

☎
52
―
３
１
６
８

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
皆
さ
ん
へ

平
成
29
年
７
月
か
ら
身
体
障
害

者
手
帳
情
報
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
よ
る
活
用
が
始
ま
り
ま
す
。

制
度
の
円
滑
な
運
用
に
は
、
手
帳

情
報
の
正
確
な
登
録
が
必
要
で
す
。

次
の
場
合
は
届
出
な
ど
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
氏
名
が
変
わ
っ
た

◆
引
越
し
を
し
て
住
所
が
変
わ
っ

た◆
亡
く
な
っ
た
方
の
手
帳
を
持
っ

て
い
る

◆
何
ら
か
の
事
情
で
手
帳
を
２
冊

持
っ
て
い
る

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係 

☎
52
―
１
０
５
９

妊
娠
の
届
出
に
個
人
番
号
を

利
用
し
ま
す

１
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
利
用
開
始
に
伴
い
、
妊
娠
の
届
出

時
に
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

の
記
載
と
本
人
確
認
が
必
要
で
す
。

代
理
人
が
届
出
す
る
際
に
は
委

任
状
が
必
要
で
す
。

妊
娠
届
出
書
、
委
任
状
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

届
出
時
に
必
要
な
も
の

◆
妊
婦
本
人
が
届
出
す
る
場
合 

①
妊
娠
届
出
書 

②
個
人
番
号
カ
ー

ド
、
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
、
個

人
番
号
記
載
の
住
民
票
の
写
し
の

い
ず
れ
か 

③
本
人
確
認
書
類
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
） 

◆
代
理
人
が
届
出
す
る
場
合

①
妊
娠
届
出
書 

②
妊
婦
本
人
の
個

人
番
号
カ
ー
ド
（
写
し
）、
個
人
番

号
通
知
カ
ー
ド
（
写
し
）、
個
人
番

号
記
載
の
住
民
票
（
写
し
）
の
い
ず

れ
か 

③
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
④
委
任
状

問
合
せ
先　市保

健
係 

☎
52
―
３
１
０
６

所
得
税
・
住
民
税
の
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付

65
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳

な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方

で
も
、
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方
は
、
障
が
い
者
に
準
ず

る
も
の
と
し
て
障
害
者
控
除
の
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
要
支
援
・
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方
か
ら
の
申
請

に
基
づ
き
、
介
護
保
険
主
治
医
意

見
書
の
内
容
に
よ
り
審
査
し
、
障

害
者
控
除
を
受
け
る
た
め
の
認
定

書
を
無
料
で
発
行
し
ま
す
。

こ
の
認
定
書
で
、
平
成
27
年
分

の
所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
時
に

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
定
の
対
象
者
（
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
方
）

①
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
満
65
歳
以
上
の
方

②
認
知
症
ま
た
は
寝
た
き
り
状
態

（
お
お
む
ね
６
カ
月
以
上
）
で
、
日

常
生
活
に
支
障
の
あ
る
方

認
定
基
準
日  

平
成
27
年
12
月
31
日

申
請
場
所　

市
介
護
保
険
係
、
南
支

所
、
各
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

申
請
に
必
要
な
も
の　

介
護
保
険
被

保
険
者
証
、
印
鑑

申
請
方
法　

申
請
場
所
の
窓
口
に

用
意
し
て
あ
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
介
護
保
険
係 

☎
52
―
３
１
６
４

Ｃ
Ｏ
．
Ｃ
Ｏ
．
フ
レ

〜
創
作
活
動
に
よ
る
交
流
〜

創
作
活
動
を
通
し
て
参
加
者
同

士
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

と　

き　

２
月
29
日 

午
後
４
時
〜

５
時

と
こ
ろ　

夕
張
高
等
養
護
学
校

問
合
せ
先　

夕
張
高
等
養
護
学
校

 

☎
56
―
５
５
３
０

◆１世帯から２人以上の児童が入所した場合、２人目以降の保育料は２分の１になります。
◆保育料のほかに、おやつや行事の経費として、月額 2,000 円を父母会で徴収します。
◆スポーツ安全保険（障害保険）に加入していただきます。年額 800 円。

階層
Ａ
Ｂ
Ｃ

月　額
１,２００円
４,７００円
８,２００円

区　　分
生活保護法による被保護世帯、ひとり親世帯
Ａ階層を除き、前年分の所得税非課税世帯
Ａ階層を除き、前年分の所得税課税世帯

平成２８年度保育料
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お
済
で
す
か
？
無
料
が
ん
検

診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

対
象
者
の
方
に
、
昨
年
６
月
末

に
無
料
で
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
診
を
受
け
ら
れ
る
ク
ー
ポ

ン
券
（
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
受

診
券
）
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方

は
、
夕
張
市
の
指
定
医
療
機
関
で

早
め
に
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

利
用
期
限　

平
成
28
年
３
月
31
日

対
象
者
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
昨

年
の
広
報
ゆ
う
ば
り
７
月
号
を
ご

覧
に
な
る
か
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　市保

健
係 

☎
52
―
３
１
０
６

幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基

金
助
成
事
業（
平
成
28
年
度
・

上
期
分
）
募
集

夕
張
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
が
行

う
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
事
業
で

「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」

か
ら
の
助
成
を
希
望
す
る
事
業
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

２
月
１
日
〜
26
日

対
象
事
業　

①
夕
張
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
行
う
事
業 

②
４
月
１

日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

に
実
施
予
定
の
事
業

助
成
金
の
上
限　

１
事
業
20
万
円

申
込
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

よ
く
読
み
、
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
載
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
郵
送
不
可
）

そ
の
他　

使
途
選
定
委
員
会
で
の

審
査
の
際
に
、
申
請
事
業
の
内
容

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
助
成
金
申
請
額
５
万
円
以
下

の
事
業
に
限
り
、
書
類
審
査
の
み

と
し
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http

：//w
w
w
.city.yubari.lg.Jp

※
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
下
段
の
「
幸
福

の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」
内
に
、

詳
し
い
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

提
出
・
問
合
せ
先　

市
ま
ち
づ
く
り

企
画
室 

☎
52
―
３
１
４
１

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
受
け
た
方
へ

平
成
22
年
11
月
26
日
か
ら
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
市
町
村
が

実
施
し
た
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず
れ
か

を
接
種
し
た
後
に
、
何
ら
か
の
症
状

が
生
じ
、
医
療
機
関
を
受
診
し
た

方
は
、
接
種
と
の
関
連
性
が
認
定
さ

れ
る
と
、
医
療
費
・
医
療
手
当
が
支

給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
具
体
的

な
請
求
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
独

立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総

合
機
構
の
救
済
制
度
総
合
窓
口
に

至
急
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
支
給
対
象
と
な
る
の
は
、
請
求

し
た
日
か
ら
遡
っ
て
５
年
以
内
に

受
け
た
医
療
に
限
ら
れ
ま
す
。

救
済
制
度
総
合
窓
口　

フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル 

０
１
２
０
―
１
４
９
―
９
３

１　

ま
た
は
☎
０
３
―
３
５
０
６

―
９
４
１
１
（
有
料
）

問
合
せ
先

　

市
保
健
係 

☎
52
―
３
１
０
６

平
成
28
年
度
奨
学
生
を
募
集

応
募
資
格

●
夕
張
市
民
で
経
済
的
理
由
に
よ

り
学
資
の
支
払
い
が
困
難
な
方

●
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門

学
校
第
４
学
年
以
上
に
在
学
す
る

方
、
専
修
学
校
専
門
課
程
に
在
学

す
る
方

奨
学
資
金
貸
付
金
額

正
規
の
最
短
修
学
期
間
、
月
額

３
万
円
以
内
（
無
利
子
）

償
還
期
間

●
貸
付
終
了
後
、
６
カ
月
後
か
ら
10

年
以
内
※
10
年
間
の
う
ち
市
内
で
継

続
し
て
５
年
以
上
事
業
を
営
む
か
、

事
業
所
に
勤
務
し
た
と
き
は
、
貸
付

金
額
の
10
分
の
５
の
償
還
を
免
除
。

募
集
期
間　

４
月
１
日
〜
30
日

募
集
人
数　

２
人

申
込
方
法　

市
教
育
課
と
夕
張
高

校
に
置
い
て
あ
る
必
要
書
類
に
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
市
教

育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先  

市
教
育
係 

☎
52
―
３
１
６
６

石
炭
博
物
館
フ
ォ
ー
ラ
ム

◆
市
民
が
支
え
る
石
炭
博
物
館
に

〜
改
修
前
の

講
演
・
討
論
会
に
集
ま
ろ
う
〜

石
炭
博
物
館
は
、
展
示
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
と
模
擬
坑
道
の
補
修
を
２
年

間
か
け
て
行
い
ま
す
。

歴
史
と
現
状
を
ふ
ま
え
、
未
来

を
展
望
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。

と　

き　

２
月
21
日 

午
後
１
時
30

分
〜

と
こ
ろ　

は
ま
な
す
会
館

講
演
者　

矢
野
牧
夫
氏
、
福
本
昭
男

氏
、
熊
谷
隆
文
氏

問
合
せ
先　

夕
張
の
歴
史
と
文
化

を
学
ぶ
会
（
上
木
）
☎
０
９
０
―

３
８
９
１
―
８
６
１
７

ほくでん夕張サービス店移転と
電気料金など収納業務の取り扱い終了のお知らせ

ほくでん夕張サービス店事務所は、３月３１日をもって移転します。

【移転先】大晃電気工業株式会社内（清水沢２丁目１７４番地１３）
　　　　　（TEL）５９－７３２０　（FAX）５９－７３２７

移転先の窓口では電気料金などの収納の取り扱いを終了させていた
だきます。電話、来社での停電などの問い合わせは今後も継続して承
りますので、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。
取り扱い終了後のお支払いにつきましては、お手持ちの振込用紙の
使用期限をご確認のうえ、お近くのコンビニエンスストア、金融機関、
ゆうちょ銀行、郵便局をご利用いただきますようお願いいたします。

問合せ先　北海道電力栗山営業所
　　☎０１２３－７２－１０７１（平日午前９時から午後５時まで）
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種別
改良
改良
改良
改良
改良
改良
改良
公営
公営
公営
公営
公営
公営
公営

公営

募　集　枠

一　般　枠
住宅に困っている方対象

高齢者・特定枠
６５歳以上もしくは病気などにより
身体の制限を受けている方対象

戸数
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
3
1
1
1

1

地区
本町
末広
末広
末広
末広
末広
末広
平和
平和

南清水沢
南清水沢
南清水沢
南清水沢
紅葉山

南清水沢

住棟
栄
恵 2
恵 3
恵 4
翔 2
翔 7
翔 10
夢 1
夢 3
H47-1
H47-5
H48-1
H49-7
63 紅葉

萌 1

間取
2LDK
2LDK
2LDK
2LDK
2LDK
2LDK
2LDK
2LDK
3LDK
3DK
2DK
2DK
3DK
2LDK

1LDK

階情報
7階（ｴ）
1階（ｴ）

2階・4階（ｴ）
2階（ｴ）
2階
1階
3階
1階
1階
1階
1階
1階
1階
3階

1階

※階情報に（エ）が付いているものは、エレベーター付の住宅です。公営住宅を希望する単身世帯の方については、
　応募する住戸の面積によっては 1割増し家賃となります。募集住戸・募集枠は変更する場合があります。

平
成
28
年 

市
営
住
宅 

第
１
回
入
居
者
募
集

入
居
資
格　

政
令
で
定
め
る
収
入
の

基
準
を
満
た
す
方
、
地
方
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
方
、
住
宅
に
困
っ
て
い

る
方
な
ど
。
既
に
市
・
道
営
住
宅
に

入
居
し
て
い
る
方
で
、
お
風
呂
が
な

い
方
や
世
帯
構
成
員
が
増
減
し
た

方
な
ど
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
住
替

え
の
条
件
を
満
た
す
方
。

応
募
期
間　

３
月
１
日
〜
９
日 

午

前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
（
土
曜
・

日
曜
を
除
く
）

申
込
方
法　

本
人
が
市
役
所
３
階
建

築
住
宅
係
ま
た
は
南
支
所
に
、
関
係

書
類
（
申
込
用
紙
、
印
鑑
、
入
居
者

全
員
分
の
住
民
票
と
収
入
証
明
な

ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
持
参
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
郵
送
に

よ
る
提
出
も
受
け
付
け
し
ま
す
（
３

月
９
日
必
着
）。
応
募
者
が
複
数
と

な
っ
た
場
合
は
抽
選
に
て
決
定
し

ま
す
。
当
選
者
は
、
入
居
資
格
審
査

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先  

市
建
築
住
宅
係 

☎
52
―
３
１
１
９

平
成
28
年
度 

教
育
費
の
就

学
援
助

教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ

る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、

学
用
品
の
購
入
や
給
食
費
、
修
学

旅
行
費
な
ど
の
一
部
を
援
助
し
て

い
ま
す
。

必
要
書
類
は
全
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
へ
学
校
を
通
じ
て
渡
し
ま
す
。

申
請
す
る
方
は
、
期
限
ま
で
に

必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対　

象　

小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

が
い
る
世
帯
で
、
経
済
的
な
理
由

か
ら
お
子
さ
ん
の
就
学
に
必
要
な

経
費
の
負
担
に
困
る
方
（
世
帯
の

前
年
の
収
入
が
基
準
以
下
の
方
）

提
出
期
限　

平
成
28
年
３
月
上
旬

問
合
せ
先  

市
教
育
係 

☎
52
―
３
１
６
６

勤
労
者
福
祉
資
金
融
資
制
度

北
海
道
で
は
、
中
小
企
業
の
従
業

員
や
非
正
規
労
働
者
、
季
節
労
働

者
、
事
業
主
の
都
合
に
よ
り
離
職

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
々
に
、
医

療
、
教
育
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
生

活
資
金
を
融
資
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
先　

取
扱
金
融
機
関
（
北
海

道
銀
行
、
北
洋
銀
行
、
北
海
道
労

働
金
庫
、
各
信
用
金
庫
、
各
信
用

組
合
の
本
店
・
支
店
）

問
合
せ
先　

北
海
道
経
済
部
経
営

支
援
局
中
小
企
業
課 

☎
０
１
１
―
２
０
４
―
５
３
４
６

ゆうばり観光ガイド養成講座
まちづくりの一環として、お客さまや次世代へ夕張の誇りを伝え
ていく「ゆうばり観光ガイド養成講座」を開催します。
夕張の歴史・文化や新たな地域資源を発見する方法などを知り、
これまでの知識や経験も活かしながら、夕張の魅力を自分の言葉で
伝えることで、あなたもまちづくりに参加しませんか。
修了者はガイド登録され、夕張の観光ガイドやアドバイザーとし
て活躍していただきます。
ガイド登録後もスキルアップを図るための講座などを予定してい
ます。
と　き　２月６日（土）、７日（日）、１３日（土）、１４日（日）
　　　　午後 1時から 3時間程度
　　　　（※１３日は丸一日バス実習。全日程参加が望ましい。）
ところ　ゆうばり共生型ファーム（本町５丁目）旧夕張小学校
対　象　年齢性別不問。まちづくりの担い手になる意思を持つ方。
受講料　無料　　　申込期限　２月５日（金）
申込・問合せ先　一般社団法人らぷらす（担当：安斉・川村）
　　　　　　　　☎０１２３－５７－７３７０
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夕張ＪＣ杯ミニバレーボール大会
11月29日（文化スポーツセンター）
市内外から男女混合 30 チームが参加し
レベルの高い攻防が繰り広げられました。

夕張高等養護学校緑風展
12月（ふるさとギャラリー「あずましい」）
生徒が美術や自立活動などの学習で制作
した絵画や造形などの作品展。

世代間交流もちつき大会  12月14日（老人福祉会館）
民生児童委員、夕老連などの皆さんと市内の園児が一緒に餅
つきと大福づくりで交流しました。お昼はみんなでお雑煮。

新春書き初め大会  １月８日（清水沢地区公民館）
初めての子も先生の指導を受けながら、元気よく
楽しく書き上げました。

消防出初式  １月10日（清水沢駅前ほか）
消防団、消防車両などが一堂に会し、駅前での
分列行進や観閲の後、清水沢地区公民館では式
典で表彰などが行われました。
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◆
「
ゆ
う
ば
り
映
画
祭
サ
ポ
ー
タ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
」
を
募
集
中

会
員
制
の
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
サ

ポ
ー
タ
ー
」、
一 

般
的
向
け
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
サ
ポ
ー

タ
ー
」、
そ
し
て
学
生
向
け
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
エ
ス
コ
ー
ト
・
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
当
日
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら
事
前
準

備
ま
で
、
関
わ
り
方
は
様
々
で
す
。

ゆ
う
ば
り
映
画
祭
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
に
登
録
し
て
ゆ
う
ば
り
フ
ァ
ン

タ
を
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
？

問
合
せ
先  

映
画
祭
事
務
局 
☎
57
―
７
６
５
２

平成２８年 1月１日現在
人　口 9,056 人 （－ 29 人）
　男　 4,232 人 （－ 21 人）
　女　 4,824 人 （－ 8人）

世帯数 5,183 世帯 （－ 9世帯）
 （　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、
広
報
ゆ
う
ば
り
３
月
号
は

３
月
１
日
に
配
布
し
ま
す
。

このコーナーに掲載する乳幼児（小学校入学前まで）
の写真をお待ちしています。

送り先　市総務係　（☎５２－３１７０）

清水沢宮前町

石
井　

小こ
は
る陽　

ち
ゃ
ん

平
成
21
年
10
月
14
日
生
ま
れ

石
井　

天
て
ん
し
ょ
う
翔　
ち
ゃ
ん

平
成
25
年
６
月
12
日
生
ま
れ

こどものへや

発行　夕張市（毎月 1日発行）北海道夕張市本町 4丁目 2番地　☎ 0123-52-3170
編集　総務係　　　　　　　　夕張市ホームページ　http://www.city.yubari.lg.jp

ゆ
う
ば
り
国
際
フ
ァ
ン
タ
ス

テ
ィ
ッ
ク
映
画
祭
２
０
１
６

〜
世
界
で
一
番
、

　
　
　
　
　

楽
し
い
映
画
祭
〜

と　

き　

２
月
25
日
〜
29
日

と
こ
ろ　

合
宿
の
宿
ひ
ま
わ
り
他

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振

替
で
！

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
口

座
振
替
を
利
用
す
れ
ば
納
め
忘
れ

も
な
く
安
心
で
す
。

口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
年

金
手
帳
・
通
帳
・
金
融
機
関
届
出
印

を
お
持
ち
の
う
え
、
年
金
事
務
所
・

市
役
所
・
金
融
機
関
の
い
ず
れ
か

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
が
割
引
に
な
る
早
割
・

６
カ
月
前
納
・
１
年
前
納
・
２
年

前
納
も
あ
り
、
大
変
お
得
で
す
。

４
月
か
ら
新
た
に
前
納
を
希
望

す
る
方
は
、
２
月
中
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

問
合
せ
先　

岩
見
沢
年
金
事
務
所 

☎
０
１
２
６
―
22
―
５
８
０
４
、

市
市
民
係 

☎
52
―
３
１
０
４

夕
張
市
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
委
員
の
募
集

募
集
人
数　

３
人
以
内

任　

期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

応
募
方
法　

応
募
の
動
機
や
子
育

て
に
関
す
る
意
見
な
ど
を
８
０
０

字
程
度
に
ま
と
め
て
提
出
。

応
募
期
限　

２
月
15
日

※
応
募
資
格
な
ど
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先  

市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
係 

☎
52
―
３
１
６
８

献
血
車
が
市
内
を
巡
回
し
ま
す

献
血
車
が
市
内
を
巡
回
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
２
月
17
日
】

◆
午
前
10
時
〜
11
時　

農
協
本
部

前
（
沼
ノ
沢
）

◆
午
後
０
時
15
分
〜
午
後
１
時　

シ
チ
ズ
ン
夕
張（
株
）
前
（
南
清
水

沢
４
丁
目
）

◆
午
後
２
時
15
分
〜
４
時　

市
役

所
前
（
本
町
４
丁
目
）

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係 

☎
52
―
１
０
５
９

し
尿
処
理
料
金
が
改
定
さ
れ

ま
す昨

年
７
月
に
し
尿
処
理
料
金
を

改
定
し
て
い
ま
す
が
、
激
変
緩
和

期
間
が
終
わ
る
４
月
１
日
に
、
し

尿
処
理
料
金
が
再
度
改
定
さ
れ
ま

す
。３

月
中
に
汲
み
取
り
を
希
望
す

る
方
は
３
月
15
日
ま
で
に
申
し
込

み
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
先　

夕
張
環
境
清
掃
㈱ 

☎
56
―
６
０
０
０

現
行
料
金　

　

10
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
65
円

改
定
料
金　

　

10
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
85
円

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係 

☎
52
―
３
１
０
８

父・旭さん　母・絵里さん

返還へ　
　心ひとつに
　　　　北方領土

日本の領土
択捉島

色丹島

歯舞群島

国後島

（右）（左）


